
平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日
受
領

答

弁

第

七

一

号

内
閣
衆
質
一
七
九
第
七
一
号

平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
法
科
大
学
院
を
修
了
す
る
人
材
の
活
用
策
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
法
科
大
学
院
を
修
了
す
る
人
材
の
活
用
策
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日
内
閣
衆
質
一
七
八
第
一
〇
号
）
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
法
科
大
学
院
協
会

に
お
け
る
就
職
状
況
の
調
査
等
の
取
り
ま
と
め
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
同
協
会
よ
り
、
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と
聞

い
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、
弁
護
士
と
し
て
登
録
さ
れ
た
者
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
現
在
で
一
万

八
千
二
百
四
十
六
人
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
で
二
万
二
千
五
十
六
人
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
現
在
で
三
万
五
百

十
八
人
と
な
っ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

司
法
試
験
の
合
格
状
況
を
含
む
法
曹
人
口
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
法
曹
の
養
成
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
お
い
て
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
年
後
の
弁
護
士
間
の
競
争
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
は
、

一



司
法
試
験
の
合
格
者
数
の
み
な
ら
ず
、
法
曹
に
対
す
る
需
要
や
法
曹
の
活
動
領
域
の
在
り
方
な
ど
様
々
な
要
因
の
影
響
に
よ

り
変
化
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

人
事
院
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
、
国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
種
類
及
び
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
国
家

公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
に
大
学
院
修
了
者
（
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
。
）
等
を
対
象
と
し
た
院
卒
者
試
験
（
法
務
区
分

を
除
く
。
）
及
び
司
法
試
験
合
格
者
を
対
象
と
し
た
院
卒
者
試
験
（
法
務
区
分
）
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
他
の
一
般

的
な
要
件
を
満
た
す
場
合
、
御
指
摘
の
法
科
大
学
院
修
了
者
（
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
院
卒
者
試
験

（
法
務
区
分
を
除
く
。
）
を
受
験
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
御
指
摘
の
弁
護
士
を
含
む
司
法
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
は
院
卒
者

試
験
（
法
務
区
分
）
を
受
験
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
活
用
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
が
、
現
在
、
�
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特

例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
弁
護
士
の
採
用
、
�
司
法
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
の
選

考
に
よ
る
採
用
の
拡
大
の
ほ
か
、
�
法
科
大
学
院
生
を
対
象
と
す
る
霞
が
関
法
科
大
学
院
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
取
組

二



を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
、
司
法
試
験
合
格
者
を
国
家
公
務
員
に
採
用
す
る
た
め
の
制
度

と
し
て
、
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
の
院
卒
者
試
験
（
法
務
区
分
）
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

同
年
度
以
降
は
、
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
全
て
の
区
分
の
院
卒
者
試
験
に
加
え
て
、
�
以
外
の
こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
も
、

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
現
在
、
法
曹
の
養
成
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
必
要
な
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
早
期
に
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三


